
東北文教大学短期大学部学則

第 １章  総 則

（ 目  的 ）  

第 １条  東 北文 教 大 学短 期 大 学部（ 以 下、「本 学」と い う。）は、教 育基 本 法 及

び 学校 教 育 法に 基 づ き 、深 く 専門 の 学 芸を 教 授 研究 し 、職 業ま た は実 際 生 活

に 必 要 な 能 力 を 育 成 す る と と も に 、「 敬 ・ 愛 ・ 信 」 の 建 学 の 精 神 に の っ と り

人 間性 豊 か な、 真 に 社会 に 貢 献し う る 実践 的 な 人間 の 育 成を 目 的 とす る 。  

（ 位 置 ）

第 ２条 本 学を 山 形 県山 形 市 大字 片 谷 地字 谷 地 ５１ ５ 番 地に 置 く 。

（ 自己 評 価 等）  

第 ３条  本 学は 、教 育水 準 の 向上 を 図 り 、前 条 の目 的 及 び社 会 的 使命 を 達 成す

る ため 、教 育研 究 活 動等 の 状 況に つ い て自 ら 点 検及 び 評 価を 行 い 、その 結 果

を 公表 す る もの と す る。  

２  前 項 の 点 検 及 び 評 価 結 果 並 び に 本 学 職 員 以 外 の 者 に よ る 検 証 に 関 す る 事

項 は別 に 定 める 。

第 ２章 学科 、 学 生定 員 及 び修 業 年 限

（ 学科 及 び 学生 定 員 ）

第 ４条 本 学に お い て設 置 す る学 科 及 び学 生 定 員は 次 の とお り と する 。

学  科  入 学定 員 収 容定 員

子 ども 学 科  １ ００ 名 ２ ００ 名

現 代福 祉 学 科  ３０ 名 ９０ 名

（ 修業 年 限 及び 在 学 年限 ）

第 ５条 本 学の 修 業 年限 は 、 ２年 と す る

２ 学 生 は 、 ４ 年 を 超 え て 在 学 す る こ と は で き な い 。

第 ３章 学年 、 学 期及 び 休 業日

（ 学 年 ）
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第 ６条 学 年は 、 ４ 月１ 日 に 始ま り 、 翌年 ３ 月 ３１ 日 に 終る 。

（ 学 期 ）

第 ７条 学 年を 次 の ２学 期 に 分け る 。

前 学期 ４ 月１ 日 か ら９ 月 ３ ０日 ま で

後 学期 １ ０月 １ 日 から 翌 年 ３月 ３ １ 日ま で

（ 休業 日 ）  

第 ８条  休 業日 は 、 次の と お りと す る 。

（ １） 日 曜 日  

（ ２）「 国 民の 祝 日 に関 す る 法律 」 に 定め る 休 日

２ 夏 期 、 冬期 お よ び春 期 休 業に 関 し ては 、 別 に定 め る 。

３ 前 二 項 の規 定 に かか わ ら ず 、学 長 は 、臨 時 に休 業 日 を設 け 、ま た休 業 日 を

変 更す る こ とが で き る。

第 ４章 入 学 、 退 学 及 び 休 学 

（ 入学 の 時 期）

第 ９条 入 学の 時 期 は学 年 の 始め と す る。

（ 入 学 資 格）  

第 １０ 条  本学 に 入 学す る こ との で き る者 は 、次の 各 号 の１ に 該 当す る 者 と す

る 。  

（ １） 高 等 学校 （ 中 等教 育 学 校の 後 期 課程 を 含 む） を 卒 業し た 者  

（ ２ ）通 常 の課 程 に よる １ ２ 年の 学 校 教育 を 修 了し た 者（ 通常 の 課程 以 外 の

課 程よ り こ れに 相 当 する 学 校 教育 を 修 了し た 者 を含 む 。）  

（ ３ ）外 国 にお い て 、学校 教 育に お け る１ ２ 年 の課 程 を 修了 し た 者又 は こ れ

に 準ず る 者 で文 部 科 学大 臣 の 指定 し た 者  

（ ４）文 部 科学 大 臣 が高 等 学 校の 課 程 に相 当 す る課 程 を 有す る 者 とし て 指 定

し た在 外 教 育施 設 の 当該 課 程 を修 了 し た者  

（ ５） 文 部 科学 大 臣 の指 定 し た者  

（ ６）高 等 学校 卒 業 程度 認 定 試験 規 則 によ る 高 等学 校 卒 業程 度 認 定試 験 に 合

格 した 者 （ 旧規 程 に よる 大 学 入学 資 格 検定 に 合 格し た 者 を含 む 。）  

（ ７ ）本 学 にお い て 、個別 の 入学 資 格 審査 に よ り 、高 等 学校 を 卒 業し た 者 と

同 等以 上 の 学力 が あ ると 認 め た者 で １ ８歳 以 上 に達 し た 者

（ 入学 の 出 願）
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第 １１ 条 本学 に 入 学を 志 願 する 者 は 、本 学 所 定の 書 類 に入 学 検 定料 を 添 えて 、

本 学が 指 定 する 期 日 まで に 、 学長 に 提 出し な け れば な ら ない 。

２ 提 出 の 時期 、 方 法、 提 出 すべ き 書 類等 に つ いて は 別 に定 め る 。

（ 入学 者 の 選考 ）

第 １２ 条 前条 の 入 学志 願 者 につ い て は 、別 に 定め る と ころ に よ り 、選 考 を行

う 。

（ 入学 手 続 き及 び 入 学許 可 ）  

第 １ ３ 条  前 条 の 選 考 の 結 果 に も と づ き 合 格 の 通 知 を 受 け た 者 は 所 定 の 期 日

ま でに 、保 証 人 連 署 による誓 約 書 を添 えて、所 定 の入 学 手 続 きをとらなければならな

い。 

２  前 項 の 入学 手 続 きを 完 了 した 者 に 、教 授 会 の審 議 を 経て 、学 長が 入 学 を許

可 する 。

（ 保証 人 ）

第 １ ４ 条 保 証 人 は 、 保 証 人 と し て の 責 務 を 果 し 得 る 者 で な け れ ば な ら な い 。 

２ 保 証 人 の 身 分 、 住 所 に 異 動 が あ っ た と き 、 又 は 死 亡 あ る い は そ の 他 の 理

由 でそ の 責 務を 尽 く し得 な い とき は 、あ らた に 保証 人 を 選定 し 、学 長に 届 け

な けれ ば な らな い 。  

（ 編入 学 ・ 再入 学 ・ 転入 学 ）  

第 １５ 条  本学 に 編 入学 、再 入学 又 は 転入 学 を 志願 す る 者が あ る とき は 、欠 員

の ある 場 合 に限 り 、選 考の 上 、教授 会 の審 議 を 経て 、学 長が 相 当 年次 に 入 学

を 許可 す る こと が あ る。  

２  前 項 の 規定 に よ り入 学 を 許可 さ れ た者 の 、既に 修 得 した 授 業 科目 及 び 単 位

数 の取 扱 い 並び に 在 学す べ き 年数 に つ いて は 、教 授会 の 審議 を 経 て 、学 長 が

決 定す る 。  

（ 退 学 ）

第 １６ 条 退学 し よ うと す る 者は 、 学 長の 許 可 を得 な け れば な ら ない 。

（ 休  学 ）  

第 １ ７ 条  疾 病 そ の 他 や む を 得 な い 理 由 に よ り ２ カ 月 以 上 修 学 す る こ と の で

き ない 者 は 、学 長 の 許可 を 得 て休 学 す るこ と が でき る 。  

２  疾 病 そ の 他 や む を 得 な い 理 由 に よ り 修 学 す る こ と が 適 当 で な い と 認 め ら

れ る者 に つ いて は 、 学長 は 休 学を 命 ず るこ と が でき る 。
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（ 休学 の 期 間）

第 １８ 条 休学 の 期 間は １ 年 を超 え る こと が で きな い 。た だ し 、特 別 の 事 由が

あ る場 合 は 、引 続 き 更に １ 年 まで 延 長 する こ と がで き る 。

２ 休 学 の 期間 は 通 算し て ２ 年を 超 え るこ と が でき な い 。

３ 休 学 期 間は 第 ５ 条第 ２ 項 の在 学 年 限に 算 入 しな い 。  

（ 復  学 ）

第 １９ 条 休学 期 間 中に そ の 理由 が 消 滅し た 場 合は 、学 長の 許 可 を得 て 復 学 す

る こと が で きる 。

（ 除  籍 ）

第 ２０ 条 次の 各 号 の１ に 該 当す る 者 は、教 授 会の 審 議 を経 て 学 長が 除 籍 する 。 

（ １） 第 ５ 条第 ２ 項 に定 め る 在学 年 限 を超 え た 者  

（ ２） 第 １ ８条 第 ２ 項に 定 め る休 学 の 期間 を 超 えて な お 修学 で き ない 者

（ ３） 学 納 金等 の 納 付を 怠 り 、督 促 し ても な お 納付 し な い者  

（ ４） 長 期 にわ た り 居所 不 明 の者  

第 ５章 教育 課 程 及び 履 修 方法 等

（ 授 業 科 目）

第 ２１ 条 授業 科 目 を分 け て、子 ど も 学科 は 教 養科 目 、専 門 科 目（ 保 育 の 本質・

目 的、保 育 の対 象 の 理解 、保 育の 内 容 と方 法 、保育 展 開 のた め の 知識・技 術 、

保 育 実 践 ）、 卒 業 研 究 と し 、 現 代 福 祉 学 科 は 現 代 福 祉 基 盤 教 育 科 目 （ 基 礎 科

目・発 展 応 用科 目 ）、介 護福 祉 専門 教 育 科目（ 人 間と 社 会・介 護・こ こ ろ と か

ら だ の し く み ・ 医 療 的 ケ ア ）、 ビ ジ ネ ス 関 連 科 目 、 卒 業 研 究 、 日 本 語 の 領 域

と する 。  

２ 授 業 科 目の 種 類 、単 位 数 等は 別 表 第１ の と おり と す る。

３  外 国 人 留学 生 及 び外 国 人 留学 生 以 外の 学 生 で、外 国 にお い て 相当 の 期 間 中

等 教 育 （ 中 学 校 又 は 高 等 学 校 に 対 応 す る 学 校 に お け る 教 育 を い う 。） を 受 け

た 者 （ 以 下 、 帰 国 子 女 と い う 。） の 教 育 に つ い て 本 学 が 必 要 と 認 め る 場 合 に

は 、日 本 語 科目 及 び 日本 事 情 に関 す る 科目 を 開 設す る 。  

（ １年 間 の 授業 期 間 ）

第 ２２ 条 １年 間 の 授業 期 間 は、 試 験 等の 日 数 を含 め 、 ３５ 週 以 上と す る 。

（ 授業 の 方 法）

第 ２３ 条 本学 に お ける 授 業 は 、講 義 、演習 、実 験 、実 習ま た は 実技 の い ず れ
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か 、ま た は これ ら の 併用 に よ り行 う も のと す る 。

２  前 項 の 授業 は 、多 様 な メ ディ ア を 高度 に 利 用し て 、当 該 授 業 を行 う 教 室等

以 外の 場 所 で履 修 さ せる こ と がで き る 。  

３  第 １ 項 の授 業 は 、外 国 に おい て 履 修さ せ る こと が で きる 。前 項の 規 定 によ

り 、多様 な メデ ィ ア を高 度 に 利用 し て 、当該 授 業を 行 う 教室 等 以 外の 場 所 で

履 修さ せ る 場合 に つ いて も 同 様と す る 。  

４ 第 １ 項 の授 業 の 一部 を 、校舎 及 び 附属 施 設 以外 の 場 所で 行 う こと が で きる 。 

５  卒 業 に 必要 な 所 定の 単 位 数の う ち 、第 ２ 項 に規 定 す る授 業 の 方法 に よ り 修

得 する 単 位 数は ３ ０ 単位 を 超 えな い も のと す る 。  

６ 第 ２ 項 の授 業 を 実施 す る 授業 科 目 につ い て は別 に 定 める 。

（ 単位 計 算 方法 ）  

第 ２４ 条  各授 業 科 目の 単 位 数は 、１ 単位 の 授 業科 目 を ４５ 時 間 の学 修 を 必 要

と する 内 容 をも っ て 構成 す る こと を 標 準と し 、次 の 基 準 によ り 計 算す る も の

と する 。  

（ １ ）講 義 及び 演 習 につ い て は 、原 則 とし て １ ５時 間 の 授業 を も って １ 単 位

と し、別 に 定め る 授 業科 目 に つい て は 、３ ０ 時 間の 授 業 をも っ て １単 位 と

す る。  

（ ２ ）実 験 、実習 及 び実 技 に つい て は 、原則 と して ４ ５ 時間 の 授 業を も っ て

１ 単位 と し 、別 に 定 める 授 業 科目 に つ いて は 、３０ 時 間 の授 業 を もっ て １

単 位と す る 。  

（ 単位 の 授 与）  

第 ２５ 条  授業 科 目 を履 修 し 、そ の 試 験等 に 合 格し た 者 には 、所 定の 単 位 を与

え る。  

２  各 科 目 に つ い て 出 席 す べ き 時 間 数 の ３ 分 の ２ に 満 た な い 場 合 は 、 そ の 科

目 修得 の 単 位を 与 え るこ と が でき な い 。  

３  現 代 福 祉学 科 の 介護 実 習 にあ っ て は５ 分 の ４に 満 た ない 場 合 は、そ の 科 目

修 得の 単 位 を与 え る こと が で きな い 。

４  試 験 等 に関 す る 事項 は 別 に定 め る 。

（ 単位 数 の 上限 ）  

第 ２ ６ 条  卒 業 の 要 件 と し て １ 年 間 に 履 修 科 目 と し て 登 録 す る こ と が で き る

単 位数 の 上 限に つ い ては 別 に 定め る 。  

２  所 定 の 単位 を 優 れた 成 績 をも っ て 修得 し た 者に つ い ては 、前 項に 定 め る 上

限 を超 え て 履修 科 目 の登 録 を 認め る こ とが あ る 。

（ 学習 の 評 価）
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第 ２７ 条 試験 等 の 評価 は 、Ｓ 、Ａ 、Ｂ 、Ｃ 、Ｄ をも っ て表 わ し 、Ｃ以 上 を 合

格 とす る 。

２ 評 価 に 関す る 事 項は 別 に 定め る 。

（ 他学 科 の 授業 科 目 の履 修 ）  

第 ２８ 条  本学 に お いて 教 育 上有 益 と 認め る と きは 、他 学科 に お いて 履 修 し た

授 業科 目 に つい て は 、教授 会 の審 議 を 経て 、学 長が ３ ０ 単位 を 超 えな い 範 囲

で 認め る こ とが あ る 。  

（ 入学 前 の 既修 得 単 位の 取 扱 ）  

第 ２９ 条  本学 に お いて 教 育 上有 益 で ある と 認 める と き は、学 生 が入 学 す る 前

に 専 修 学 校 の 専 門 課 程 （ 専 門 士 の 称 号 が 付 与 さ れ て い る 課 程 ）、 短 期 大 学 又

は 大学 に お いて 履 修 した 授 業 科目 に つ いて 修 得 した 単 位 を、教 授 会の 審 議 を

経 て、学 長 が入 学 後 の本 学 に おけ る 授 業科 目 の 履修 に よ り修 得 し たも の と み

な すこ と が でき る 。  

２  学 生 が 入学 す る 前に 行 っ た第 ３ １ 条第 １ 項 に規 定 す る学 修 を 、教 授 会 の 審

議 を経 て 、学 長が 本 学に お け る授 業 科 目の 履 修 とみ な し 、単位 を 与え る こ と

が でき る 。  

３  前 ２ 項 に よ り 修 得 し た も の と み な し 、 又 は 与 え る こ と の で き る 単 位 数 は 、

転 学等 の 場 合を 除 き 、本学 に おい て 修 得し た 単 位以 外 の もの に つ いて は 、合

わ せて ３ ０ 単位 を 超 えな い も のと す る 。  

（ 他の 短 期 大学 又 は 大学 に お ける 授 業 科目 の 履 修等 ）  

第 ３０ 条  本学 に お いて 教 育 上有 益 と 認め る と きは 、学 生が 専 修 学校 の 専 門 課

程 （ 専 門 士 の 称 号 が 付 与 さ れ て い る 課 程 ）、 他 の 短 期 大 学 又 は 大 学 の 科 目 を

履 修し 修 得 した 単 位 を 、教 授 会の 審 議 を経 て 、学 長が ３ ０単 位 を 超え な い 範

囲 で 本 学 に お け る 授 業 科 目 の 履 修 に よ り 修 得 し た も の と み な す こ と が で き

る 。  

２  前 項 の 規定 は 、学生 が 外 国の 短 期 大学 又 は 大学 に 留 学す る 場 合に 準 用 する 。

こ の場 合 修 得し た も のと み な すこ と の でき る 単 位数 は 、前 項 及 び 第３ ３ 条 第

２ 項の 単 位 数と 合 わ せて ３ ０ 単位 を 超 えな い も のと す る 。  

（ 短期 大 学 又は 大 学 以外 の 教 育施 設 等 にお け る 学修 ）  

第 ３１ 条  本学 に お いて 教 育 上有 益 と 認め る と きは 、学 生が 行 う 専修 学 校 の 専

門 課 程 （ 専 門 士 の 称 号 が 付 与 さ れ て い る 課 程 ）、 短 期 大 学 又 は 高 等 専 門 学 校

の 専攻 科 に おけ る 学 修そ の 他 文部 科 学 大臣 が 別 に定 め る 学修 を 、教 授 会 の 審

議 を経 て 、学 長が 本 学に お け る授 業 科 目の 履 修 とみ な し 、単位 を 与え る こ と

が でき る 。  
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２  前 項 に より 与 え るこ と が でき る 単 位数 は 、前条 第 １ 項に よ り 修得 し た と み

な した 単 位 数と 合 わ せて ３ ０ 単位 を 超 えな い も のと す る 。  

（ 本学 で の 履修 以 外 で修 得 し た単 位 数 の限 度 ）

第 ３ ２ 条 第 ２ ９ 条 、 第 ３ ０ 条 及 び 第 ３ １ 条 の 規 定 に よ り 修 得 し た 単 位 数 は 、

合 計で ４ ５ 単位 を 超 えな い も のと す る 。

（ 外国 人 留 学生 等 に 関す る 履 修方 法 の 特例 ）  

第 ３ ３ 条  外 国 人 留 学 生 及 び 帰 国 子 女 が 第 ２ １ 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 授 業 科 目

の 単位 を 修 得し た と きは 、こ れら の 単 位を も っ て第 ２ １ 条第 ２ 項 に規 定 す る

授 業科 目 の 単位 に 代 える こ と がで き る 。  

２  前 項 の 規定 の 実 施に 関 し て必 要 な 事項 に つ いて は 、 別に 定 め る。

第 ６章 卒業 等

（ 卒業 要 件 ）  

第 ３４ 条  本学 を 卒 業す る た めに は 、学 生 は ２ 年以 上 在 学し 、各 学科 で 定 める

次 の単 位 を 取得 し な けれ ば な らな い 。

（ １） 子 ど も学 科  

教 養科 目 に つい て は ８単 位 以 上 、専 門 科目 に つ いて は 保 育の 本 質・目 的

か ら６ 単 位 以上 、保 育の 対 象 の理 解 か ら３ 単 位 以上 、保 育の 内 容 と方 法 か

ら ６単 位 以 上 、保 育 展開 の た めの 知 識・技術 か ら４ 単 位 以上 、卒 業研 究 ２

単 位を 含 め 、総 計 ６ ２単 位 。  

（ ２） 現 代 福祉 学 科

現 代福 祉 基 盤教 育 科 目（基 礎 科目 ）に つい て は ８単 位 以 上 、現 代 福祉 基

盤 教育 科 目（ 発展 応 用科 目 ）に つい て は３ 単 位 以上 、介 護福 祉 専 門教 育 科

目 （ 人 間 と 社 会 ） に つ い て は ６ 単 位 以 上 、 介 護 福 祉 専 門 教 育 科 目 （ 介 護 ）

に つい て は ８単 位 以 上 、介 護 福祉 専 門 教育 科 目（ ここ ろ とか ら だ のし く み ）

に つい て は ８単 位 以 上 ､卒 業 研 究 2 単 位、こ れ ら３ ５ 単 位以 上 を 含め 、総

計 ６２ 単 位 。  

（ 卒  業 ）  

第 ３５ 条  本学 に ２ 年以 上 在 学し 、本 学則 に 定 める 授 業 科目 及 び 単位 数 を 修 得

し た者 に つ いて は 、 教授 会 の 審議 を 経 て、 学 長 が卒 業 を 認定 す る 。  

２  前 条 の 要 件 を 満 た し た 者 が 、 卒 業 延 期 を 願 い 出 た 場 合 、 学 長 は 、 教 授 会 の 審

議 を 経 て 、 こ れ を 許 可 す る こ と が で き る 。

３  卒 業 延 期 に 関 し 、 必 要 な 事 項 は 別 に 定 め る 。
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（ 短期 大 学 士の 学 位 ）

第 ３６ 条 前条 に よ り卒 業 し た者 に は 、教授 会 の審 議 を 経て 、次 の区 分 に 従い 、

学 長が 短 期 大学 士 の 学位 を 授 与す る 。

学  科  学  位  

子 ども学 科 短 期 大 学 士 (子 ども学 ) 

現 代 福 祉 学 科 短 期 大 学 士 (現 代 福 祉 学 ) 

（ 資格 の 取 得）

第 ３ ７ 条 本 学 に お い て 取 得 す る こ と が で き る 資 格 及 び 免 許 状 の 種 類 は 次 の

と おり と す る。

学 科名  資 格及 び 免 許状 の 種 類

子 ども 学 科  幼 稚園 教 諭 二種 免 許 状、 保 育 士、

キ ャン プ イ ンス ト ラ クタ ー 、 社会 福 祉 主事 任 用 資格 、

知 的障 害 者 福祉 司 任 用資 格  

現 代福 祉 学 科  介 護福 祉 士 国家 試 験 受験 資 格、社 会 福 祉主 事 任 用資 格 、医 療

管 理秘 書 士

２  幼 稚 園 教諭 二 種 免許 状 を 取得 し よ うと す る 者は 、教 育職 員 免 許法 お よ び 教

育 職 員 免 許 法 施 行 規 則 の 規 定 す る 授 業 科 目 に つ い て 必 要 な 単 位 を 修 得 し な

け れば な ら ない 。（ 授業 科 目 名・ 単 位 数は 別 表 ２）  

３  保 育 士 の資 格 を 取得 し よ うと す る 者は 、児 童福 祉 法 施行 規 則 第６ 条 の ２ 第

１ 項 第 ３ 号 の 指 定 保 育 士 養 成 施 設 の 修 業 科 目 及 び 単 位 数 並 び に 履 修 方 法 の

規 定 す る 授 業 科 目 に つ い て 必 要 な 単 位 を 修 得 し な け れ ば な ら な い 。（ 授 業 科

目 名・ 単 位 数は 別 表 ３）  

４  介 護 福 祉士 国 家 試験 受 験 資格 を 取 得し よ う とす る 者 は、社 会 福祉 士 介 護 福

祉 士 学 校 指 定 規 則 に 定 め ら れ た 科 目 及 び 単 位 を 修 得 し な け れ ば な ら な い 。

（ 授業 科 目 名・ 単 位 数は 別 表 ４）  

５ 医 療 管 理秘 書 士 の資 格 を 取得 し よ うと す る 者は 、医 療教 育 協 会の 医 療 管 理

秘 書 士 認 定 に 関 す る 規 程 に 定 め ら れ た 科 目 及 び 単 位 を 修 得 し な け れ ば な ら

な い。（ 授 業科 目 名 ・単 位 数 は別 表 ５ ）  

６ キ ャ ン プイ ン ス トラ ク タ ーの 資 格 を取 得 し よう と す る者 は 、日本 キ ャ ン プ

協 会 の キ ャ ン プ イ ン ス ト ラ ク タ ー 認 定 に 関 す る 規 程 に 定 め ら れ た 科 目 及 び

単 位数 を 修 得し な け れば な ら ない 。  

７  社 会 福 祉主 事 任 用資 格 を 取得 し よ うと す る 者は 、学 則第 ３ ４ 条の 卒 業 要 件

を 充足 し 、社 会福 祉 法第 １ ９ 条第 １ 項 第１ 号 の 規定 に も とづ き 、厚 生労 働 大

臣 の定 め た 修業 科 目 及び 単 位 を修 得 し なけ れ ば なら な い 。  

８ 知 的 障 害者 福 祉 司任 用 資 格を 取 得 しよ う と する 者 は 、学 則 第 ３４ 条 の 卒 業
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要 件を 充 足 し 、知 的 障害 者 福 祉法 第 １ ４条 第 ２ 号の 規 定 にも と づ き 、厚 生 労

働 大臣 の 定 めた 修 業 科目 及 び 単位 を 修 得し な け れば な ら ない 。  

第 ７章 入学 検 定 料、 入 学 金、 お よ び学 納 金 等

（ 入学 検 定 料、 入 学 金お よ び 学納 金 等 ）

第 ３８ 条 入 学 検 定 料 、入 学 金 および学 納 金 等 の額 は、別 表 第 ６のとおりとする。 

２ 入 学 金 は、第 １ ３条 第 １ 項に 規 定 する 入 学 手続 き を 行う と き に指 定 す る 期

日 まで に 納 付し な け れば な ら ない 。

３  学 納 金 は 、毎 年 これ を 前 期 、後 期 の２ 回 に 分け て 指 定す る 期 日ま で に 納入

し なけ れ ば なら な い 。  

（ 学納 金 の 免除 、 徴 収の 猶 予 また は 分 納）  

第 ３８ 条 の ２  特 別 の事 情 が ある と 認 めた も の につ い て は 、入 学 金 、学 納 金等

の 全部 ま た は一 部 を 免除 し 、徴 収を 猶 予し 、ま たは 分 納 を許 可 す るこ と が あ

る 。  

（ 退学 等 の 場合 の 学 納金 等 ）

第 ３９ 条 前期 ま た は後 期 の 途中 に お いて 退 学 した 者 、転 学 し た 者ま た は 除 籍

さ れた 者 は 、当 該 学 期の 学 納 金等 を 全 額納 入 し なけ れ ば なら な い 。

２  停 学 の 場合 は 、 その 期 間 中の 学 納 金を 納 入 しな け れ ばな ら な い。

（ 休学 の 場 合の 学 納 金等 ）  

第 ４０ 条  休学 を 許 可さ れ 又 は命 ぜ ら れた 者 に つい て は 、休 学 期 間中 の 学 納 金

等 を免 除 す る 。た だ し学 期 中 途の 場 合 、当該 学 期分 の 学 納金 等 は 納付 し な け

れ ばな ら な い。  

（ 復学 の 場 合の 学 納 金等 ）

第 ４１ 条 学期 の 中 途に お い て復 学 し た者 は 、復 学 し た 当該 学 期 分の 学 納 金 等

を 復学 し た 月の 末 日 まで に 納 付し な け れば な ら ない 。

（ 学年 の 中 途で 卒 業 する 場 合 の学 納 金 等）

第 ４２ 条 学年 の 中 途で 卒 業 する 見 込 みの 者 は、卒 業 す る見 込 み の当 該 学 期 ま

で の学 納 金 等を 納 付 する も の とす る 。

（ 入学 を 辞 退す る 場 合の 入 学 金）

第 ４３ 条 入学 手 続 き完 了 後 入学 を 辞 退す る 者 の入 学 金 につ い て は、こ れ を 還
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付 しな い 。

第 ８章 教職 員 組 織

（ 教職 員 組 織）

第 ４４ 条 本 学 に 学 長 、 教 授 、 事 務 職 員 、 を 置 く 。

２ 前 項 の ほ か 、副 学 長 、短 期 大 学 部 長（ 以 下 、「 学 部 長 」と い う 。）、学 科 長 、准

教 授 、 講 師 、 助 教 、 助 手 、 そ の 他 必 要 な 職 員 を 置 く こ と が で き る 。

３ 学 長 は 本学 を 代 表し 、 校 務を つ か さど り 、 所属 職 員 を統 督 す る。  

４ 副 学 長 は、 学 長 を補 佐 し 、命 を 受 けて 校 務 をつ か さ どる 。  

５ 学 部 長 は 、 短 期 大 学 部 に 関 す る 校 務 を つ か さ ど り 、 所 属 職 員 を 監 督 す る 。

６ 学 科 長 は、 当 該 学科 に 関 する 校 務 をつ か さ どり 、 所 属職 員 を 監督 す る 。  

７ 教 授 、准 教 授 、講 師 及 び 助教 は 、教 育・研 究に 従 事 し、学 生 の指 導 に 当た

り 、学 部 ・ 学科 の 管 理運 営 に 参画 す る 。

８ 助 手 は 、教 育 研 究の 円 滑 な実 施 に 必要 な 業 務に 従 事 する 。

９ そ の 他 、教 職 員 組織 に 関 し必 要 な 事項 は 、 別に 定 め る。  

第 ９章 教授 会

（ 教授 会 ）

第 ４５ 条 本学 に 教 授会 を 置 く。

２ 教 授 会 は、学 長 が次 に 掲 げる 事 項 につ い て 決定 を 行 うに 当 た り意 見 を 述 べ

る もの と す る。  

（ １） 学 生 の入 学 、 卒業 及 び 課程 の 修 了  

（ ２） 学 位 の授 与  

（ ３ ）前 二 号に 掲 げ るも の の ほか 、教 育研 究 に 関す る 重 要な 事 項 で 、教 授 会

の 意見 を 聴 くこ と が 必要 な も のと し て 学長 が 定 める も の

３  教 授 会 は 、前 項 に規 定 す るも の の ほか 、学 長が つ か さど る 教 育研 究 に 関す

る 事項 に つ いて 審 議 し、及 び 学長 の 求 めに 応 じ 、意 見 を 述べ る こ とが で き る 。 

（ 教授 会 の 構成 ）

第 ４６ 条 教授 会 は 、教 授 、 准教 授 、 講師 、 助 教を も っ て組 織 す る。

（ 教授 会 の 成立 要 件 ）

第 ４７ 条 教授 会 は 、構 成 員 の３ 分 の ２以 上 の 出席 が な けれ ば 開 催す る こ と が
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で きな い 。

（ その 他 ）

第 ４８ 条  この 章 に 定め る も のの ほ か 、教 授 会 に関 し 、必要 な 事 項は 別 に 定め る 。 

第 １０ 章 科目 等 履 修生 、 特 別聴 講 学 生及 び 外 国人 留 学 生

（ 科目 等 履 修生 ）  

第 ４９ 条  本学 の 授 業科 目 の 履修 を 希 望す る 者 があ る と きは 、本 学の 教 育 に 支

障 がな い 限 りに お い て 、教 授 会の 審 議 を経 て 、学 長が 科 目等 履 修 生と し て 履

修 を許 可 す るこ と が ある 。  

２  科 目 等 履修 生 に つい て 必 要な 事 項 は別 に 定 める 。

（ 特別 聴 講 学生 ）

第 ５０ 条  本学 の 授 業科 目 の 履修 を 希 望す る 者 があ る と きは 、本 学の 教 育 に 支

障 がな い 限 りに お い て特 別 聴 講学 生 と して 、教 授会 の 審 議を 経 て、学 長 が 履

修 を許 可 す るこ と が ある 。  

２  特 別 聴 講学 生 に 関す る 規 程は 、 別 に定 め る 。

（ 外国 人 留 学生 ）

第 ５ １ 条 外 国 人 で 、 短 期 大 学 等 に お い て 教 育 を 受 け る 目 的 を も っ て 入 国 し 、

本 学に 入 学 を志 願 す る者 が あ ると き は 、選考 の 上 、教 授 会の 審 議 を経 て 、学

長 が外 国 人 留学 生 と して 入 学 を許 可 す るこ と が ある 。  

２ 外 国 人 留学 生 に つい て 必 要な 事 項 は別 に 定 める 。

第 １１ 章 賞 罰

（ 表 彰 ）

第 ５２ 条 学生 と し て表 彰 に 値す る 行 為が あ っ た者 は 、 学長 が 表 彰す る 。

２ 表 彰 に 関す る 必 要な 事 項 は別 に 定 める 。

（ 懲  戒 ）

第 ５３ 条 本学 の 規 則に 違 反 し、又 は 学生 と し ての 本 分 に反 す る 行為 を し た 者

は 、学 長 が 懲戒 す る 。

２ 前 項 の 懲戒 の 種 類は 、 退 学、 停 学 及び 訓 告 とす る 。  

３ 前 項 の 退学 は 次 の各 号 の １に 該 当 する 学 生 に対 し て 行う 。
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（ １） 性 行 不良 で 改 善の 見 込 みが な い と認 め ら れる 者  

（ ２） 学 業 不振 で 成 業の 見 込 みが な い と認 め ら れる 者  

（ ３） 正 当 な理 由 が なく 出 席 常で な い 者  

（ ４） 本 学 の秩 序 を 乱し 、 そ の他 学 生 とし て の 本分 に 著 しく 反 し た者

４ 懲 戒 に 関す る 必 要な 事 項 は別 に 定 める 。

第 １２ 章 厚 生 施 設

（ 健康 管 理 ）  

第 ５４ 条  学生 は 、定 期 的 に 行う 健 康 診断 を 受 ける ほ か 、随 時 健 康診 断 を 受け

て 、疾 病 の 予防 と 健 康の 増 進 につ と め なけ れ ば なら な い 。  

２  厚 生 並 び に 保 健 に 関 す る 施 設 お よ び そ の 利 用 方 法 に つ い て は 、 別 に 定

め る 。

第 １３ 章 公 開 講 座

（ 公開 講 座 ）  

第 ５５ 条  社会 人 の 教養 を 高 め 、文 化 の向 上 に 資す る た め 、本 学 に公 開 講 座を

開 設す る こ とが で き る。  

２  講 座 の 内容 に 応 じ 、教 授 会の 審 議 を経 て 、学 長 が 受 講者 を 第 ５１ 条 の 科目

等 履修 生 に 準ず る 者 とみ な し 、単 位 を 与え る こ とが で き る。

第 １４ 章 改 正

（ 改  正 ）

第 ５６ 条  本学 則 の 改正 は 、教 授 会 の 審議 を 経 て 、学 長 が決 定 し 理事 会 の 承認

を 得る 。

附  則  

本 学則 は 、 昭和 ４ １ 年４ 月 １ 日か ら 施 行す る 。  

本 改正 学 則 は、 昭 和 ４２ 年 ４ 月１ 日 か ら施 行 す る。

本 改正 学 則 は、 昭 和 ５０ 年 ４ 月１ 日 か ら施 行 す る。

本 改正 学 則 は、 昭 和 ５１ 年 ４ 月１ 日 か ら施 行 す る。

本 改正 学 則 は、 昭 和 ５２ 年 ４ 月１ 日 か ら施 行 す る。

本 改正 学 則 は、 昭 和 ５３ 年 ４ 月１ 日 か ら施 行 す る。

本 改正 学 則 は、 昭 和 ５４ 年 ４ 月１ 日 か ら施 行 す る。
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本 改正 学 則 は、 昭 和 ５５ 年 ４ 月１ 日 か ら施 行 す る。

本 改正 学 則 は、 昭 和 ５６ 年 ４ 月１ 日 か ら施 行 す る。

本 改正 学 則 は、 昭 和 ５７ 年 ４ 月１ 日 か ら施 行 す る。

本 改正 学 則 は、 昭 和 ５８ 年 ４ 月１ 日 か ら施 行 す る。

本 改正 学 則 は、 昭 和 ５９ 年 ４ 月１ 日 か ら施 行 す る。

本 改正 学 則 は、 昭 和 ６０ 年 ４ 月１ 日 か ら施 行 す る。

本 改正 学 則 は、 昭 和 ６０ 年 ４ 月１ 日 か ら施 行 す る。

本 改正 学 則 は、 昭 和 ６２ 年 ４ 月１ 日 か ら施 行 す る。

本 改正 学 則 は、 平 成 元年 ４ 月 １ 日 か ら 施行 す る 。  

本 改正 学 則 は、 平 成 ２ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施行 す る 。  

た だし 、第 ４条 の 規 程に か か わら ず 平 成２ 年 度 から 平 成 １１ 年 度 まで の 国

文 科、 英 文 科の 入 学 定員 及 び 学生 収 容 定員 は 次 のと お り とす る 。  

な お、 平 成 ２年 度 以 降か ら 入 学し た 者 に適 用 す る。

区 分
 平 成 ２ 年 度  平成 3年度～平成 10 年度  平 成 １ １ 年 度 

入 学定 員 収容定員 入 学定 員 収容定員 入 学定 員 収容定員 

 国 文 科  １ ３ ０  ２ ３ ０  １ ３ ０  ２ ６ ０  １ ０ ０  ２ ３ ０

 英 文 科  １ ０ ０  １ ７ ０  １ ０ ０  ２ ０ ０   ７ ０  １ ７ ０

本 改正 学 則 は、 平 成 ３年 ４ 月 １ 日 か ら 施行 す る 。

本 改正 学 則 は、 平 成 ４ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施行 す る 。

本 改正 学 則 は、 平 成 ５ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施行 す る 。

本 改正 学 則 は、 平 成 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施行 す る 。

本 改正 学 則 は、 平 成 ７ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施行 す る 。

本 改正 学 則 は、 平 成 ８ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施行 す る 。

本 改正 学 則 は、 平 成 ９ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施行 す る 。

な お、こ の 学則 は 平 成９ 年 度 の入 学 者 から 適 用 し、現 に 在学 す る 学生 に は 、

従 前の 学 則 とす る 。  

本 改正 学 則 は、 平 成 １０ 年 ４ 月１ 日 か ら施 行 す る。  

な お、 こ の 学則 は 平 成 10 年 度の 入 学 者か ら 適 用し 、 現 に在 学 す る学 生 に

は 、従 前 の 学則 と す る。  

本 改正 学 則 は、 平 成 １１ 年 ４ 月１ 日 か ら施 行 す る。  

た だし 、第 ４条 の 規 定に か か わら ず 平 成１ １ 年 度か ら 平 成１ ２ 年 度ま で の

国 文科 、 英 文科 の 入 学定 員 及 び収 容 定 員は 次 の とお り と する 。  

区 分
 平 成 １ １ 年 度  平 成 １ ２ 年 度 

入 学定 員 収 容定 員 入 学定 員 収 容定 員

 国 文 科  １ ３ ０  ２ ６ ０  １ ０ ０  ２ ３ ０ 

 英 文 科  １ ０ ０  ２ ０ ０  ７ ０  １ ７ ０ 

な お、 平 成 １１ 年 度 以降 か ら 入学 し た 者に 適 用 する 。

本 改正 学 則 は、 平 成 １２ 年 ４ 月１ 日 か ら施 行 す る。  
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た だし 、第 ４条 の 規 定に か か わら ず 平 成１ ２ 年 度か ら 平 成１ ６ 年 度ま で の

国 文科 、 英 文科 の 入 学定 員 及 び収 容 定 員は 次 の とお り と する 。  

区 分
 平 成 １ ２ 年 度  平 成 １ ３ 年 度  平 成 １ ４ 年 度 

入 学 定 員 収 容定 員 入 学 定 員 収 容定 員 入 学 定 員 収 容定 員

 国 文 科   １ ２ ８  ２ ５ ８  １ ２ ８  ２ ５ ６  １ ２ ６  ２ ５ ４ 

英 文 科  １ ０ ０  ２ ０ ０   ９ ８  １ ９ ８   ９ ８  １ ９ ６ 

区 分
 平 成 １ ５ 年 度  平 成 １ ６ 年 度  平 成 １ ７ 年 度 

入 学 定 員 収 容定 員 入 学 定 員 収 容定 員 入 学 定 員 収 容定 員

 国 文 科   １ ２ ６  ２ ５ ２  １ ２ ５  ２ ５ １  １ ０ ０  ２ ２ ５ 

 英 文 科   ９ ６  １ ９ ４   ９ ５  １ ９ １   ７ ０  １ ６ ５ 

な お、 平 成 １２ 年 度 以降 か ら 入学 し た 者に 適 用 する 。

本 改正 学 則 は、 平 成 １３ 年 ４ 月１ 日 か ら施 行 す る。  

な お、こ の 学則 は 平 成１ ３ 年 度の 入 学 者か ら 適 用し 、現 に在 学 す る学 生 に

は 、従 前 の 学則 と す る。  

本 改正 学 則 は、 平 成 １３ 年 １ ０月 １ 日 から 施 行 する 。  

な お、こ の 学則 は 平 成１ ４ 年 度の 入 学 者か ら 適 用し 、現 に在 学 す る学 生 に

は 、従 前 の 学則 と す る。  

本 改正 学 則 は、 平 成 １４ 年 ４ 月１ 日 か ら施 行 す る。  

な お、こ の 学則 は 平 成１ ４ 年 度の 入 学 者か ら 適 用し 、現 に在 学 す る学 生 に

は 、従 前 の 学則 と す る。  

本 改正 学 則 は、 平 成 １５ 年 ４ 月１ 日 か ら施 行 す る。  

な お、こ の 学則 は 平 成１ ５ 年 度の 入 学 者か ら 適 用し 、現 に在 学 す る学 生 に

は 、従 前 の 学則 と す る。  

本 改正 学 則 は、 平 成 １６ 年 ４ 月１ 日 か ら施 行 す る。  

区 分
平 成１ ６ 年 度 平 成１ ７ 年 度

入 学定 員  収 容定 員 入 学定 員 収 容定 員

 国 文 科  １０ ０  ２２ ６ １ ００ ２ ０ ０

 英 文 科 ７ ０  １６ ６ ７ ０ １ ４ ０

な お、こ の 学則 は 平 成１ ６ 年 度の 入 学 者か ら 適 用し 、現 に在 学 す る学 生 に

は 、従 前 の 学則 と す る。  

本 改正 学 則 は、  

１ ．平成 １ ７年 ４ 月 １日 よ り 施行 す る 。なお 、こ の学 則 は平 成 １ ７年 度 の

入 学生 よ り 適用 す る 。  

２ ．国文 科 、英文 科 、幼児 教 育科 は 、改 正後 の 学則 第 ４ 条の 規 定 にか か わ

ら ず、平 成 １８ 年 ３ 月３ １ 日 に当 該 学 科に 在 学 する 者 が 当該 学 科 に在 学 し

な くな る ま での 間 、 存続 す る もの と す る。  

本 改正 学 則 は、 平 成 １８ 年 １ 月１ 日 よ り施 行 す る。

な お、第 １ ０章 の 章 名及 び 第 ５２ 条 に つい て は 、平 成 １ ８年 ４ 月 １日 よ り
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施 行す る 。  

本 改正 学 則 は、 平 成 １９ 年 ４ 月１ 日 よ り施 行 す る。

な お、別 表 第５「 １．入 学 検 定料 」に つい て は、平 成 １ ８年 １ ０ 月１ 日 よ

り 施行 す る 。  

本 改正 学 則 は、 平 成 ２０ 年 ４ 月１ 日 よ り施 行 す る。  

本 改正 学 則 は、 平 成 ２１ 年 ４ 月１ 日 よ り施 行 す る。  

な お、こ の 学則 は 平 成２ １ 年 度の 入 学 者か ら 適 用し 、現 に在 学 す る学 生 に

は 、従 前 の 学則 と す る。  

本 改正 学 則 は、 平 成 ２２ 年 ４ 月１ 日 よ り施 行 す る。  

な お、こ の 学則 は 平 成２ ２ 年 度の 入 学 者か ら 適 用し 、現 に在 学 す る学 生 に

は 、従 前 の 学則 と す る。  

本 改正 学 則 は、 平 成 ２３ 年 ４ 月１ 日 よ り施 行 す る。  

な お、こ の 学則 は 平 成２ ３ 年 度の 入 学 者か ら 適 用し 、現 に在 学 す る学 生 に

は 、従 前 の 学則 と す る。  

本 改正 学 則 は、 平 成 ２４ 年 ４ 月１ 日 よ り施 行 す る。  

な お、こ の 学則 は 平 成２ ４ 年 度の 入 学 者か ら 適 用し 、現 に在 学 す る学 生 に

は 、従 前 の 学則 と す る。  

本 改正 学 則 は、 平 成 ２５ 年 ４ 月１ 日 よ り施 行 す る。  

な お、こ の 学則 は 平 成２ ５ 年 度の 入 学 者か ら 適 用し 、現 に在 学 す る学 生 に

は 、従 前 の 学則 と す る。  

本 改正 学 則 は、 平 成 ２６ 年 ４ 月１ 日 よ り施 行 す る。  

な お、こ の 学則 は 平 成２ ６ 年 度の 入 学 者か ら 適 用し 、現 に在 学 す る学 生 に

は 、従 前 の 学則 と す る。  

本 改正 学 則 は、 平 成 ２７ 年 ４ 月１ 日 よ り施 行 す る。  

な お、現 に 在学 す る 学生 は 、学 則 第 ２ １条 、第 ３６ 条 、第 ３ ９ 条、別 表 第

１ 及び 別 表 第３ に 関 して は 従 前の 学 則 とす る 。  

本 改正 学 則 は、 平 成 ２８ 年 ４ 月１ 日 か ら施 行 す る。  

な お、こ の 学則 は 平 成２ ８ 年 度の 入 学 者か ら 適 用し 、現 に在 学 す る学 生 に

は 、従 前 の 学則 と す る。  

本 改正 学 則 は、 平 成 ２９ 年 ２ 月２ ０ 日 から 施 行 する 。  

本 改正 学 則 は、 平 成 ２９ 年 ４ 月１ 日 か ら施 行 す る。  

な お、こ の 学則 は 平 成２ ９ 年 度の 入 学 者か ら 適 用し 、現 に在 学 す る学 生 に

は 、従 前 の 学則 と す る。  

本 改正 学 則 は、 平 成 ３０ 年 ４ 月１ 日 か ら施 行 す る。  

な お、こ の 学則 は 平 成３ ０ 年 度の 入 学 者か ら 適 用し 、現 に在 学 す る学 生 に

は 、従 前 の 学則 と す る。  

この改 正 学 則 は、平 成 ３１年 ４月 １日 から施 行 する。 

なお、この学 則 は、平 成 ３１年 度 の入 学 者 から適 用 し、現 に在 学 する学 生 には、従 前
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の学 則 とする。 

この改 正 学 則 は、令 和 ２年 ４月 １日 から施 行 する。 

な お 、 こ の 学 則 は 、 令 和 ２ 年 度 の 入 学 者 か ら 適 用 し 、 現 に 在 学 す る 学 生 に は 、 従

前 の学 則 とする。 

この改 正 学 則 は、令 和 ３年 ４月 １日 から施 行 する。 

な お 、 こ の 学 則 は 、 令 和 ３ 年 度 の 入 学 者 か ら 適 用 し 、 現 に 在 学 す る 学 生 に は 、 従

前 の学 則 とする。 

こ の改 正 学 則は 、 令 和４ 年 ４ 月１ 日 か ら施 行 す る。  

な お、令 和 ３年 度 に おい て 在 学し て い た学 生 は、学 則 第 ２１ 条 、第 ３ ４ 条 、

第 ３７ 条 、 別表 第 １ 及び 別 表 第４ に 関 して は 従 前の 学 則 とす る 。  

こ の改 正 学 則は 、 令 和５ 年 ４ 月１ 日 か ら施 行 す る。  

な お 、こ の 学則 は 、令 和５ 年 度の 入 学 者か ら 適 用し 、現 に在 学 す る学 生 に

は 、従 前 の 学則 と す る。  

こ の改 正 学 則は 、 令 和６ 年 ２ 月２ ８ 日 から 施 行 する 。  

こ の改 正 学 則は 、 令 和６ 年 ４ 月１ 日 か ら施 行 す る。  

な お 、こ の 学則 は 、令 和６ 年 度の 入 学 者か ら 適 用し 、現 に在 学 す る学 生 に

は 、従 前 の 学則 と す る。  
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必修 選択 必修 選択

現代子ども論 2 保育内容総論Ⅰ 1

基礎演習Ａ 1 保育内容総論Ⅱ 1

基礎演習Ｂ 1 子どもと運動遊び 1

日本国憲法 2 子どもと音遊び 1

倫理学 2 子どもと造形遊び 1

英語Ⅰ 1 教育方法論 2

英語Ⅱ 1 教育の方法と技術 2

英語コミュニケーション 2 教育相談 2

海外語学研修 2 乳児保育Ⅰ 2

スポーツサイエンスＡ 1 乳児保育Ⅱ 1

スポーツサイエンスＢ 1 障害児保育 2

情報処理基礎 2 社会的養護Ⅱ 1

キャンプ概論 1 子育て支援 1

野外活動 1 音楽の基礎Ａ 1

基礎日本語 2 音楽の基礎Ｂ 1

教育原理 2 子どもの遊びと体験 1

保育原理 2 社会的養護の展開 2

教育制度 2 子どもの生活 1

社会福祉 2 児童文化 1

子ども家庭福祉 2 保育の表現 1

保育者の職務と意義 2 音楽の応用 1

特別支援教育 1 音楽の発展 1

保育カリキュラム論 2 合唱 2

社会的養護Ⅰ 2 合奏 2

子ども家庭支援 2 器楽 1

発達心理学 2 教育実習Ⅰ 2

子どもの理解と援助 1 教育実習Ⅱ 2

子ども家庭支援の心理学 2 保育実習ⅠＡ 2

子どもの保健 2 保育実習ⅠＢ 2

子どもの健康と安全 1 保育実習ⅡＡ 2

子どもの食と栄養Ⅰ 1 保育実習ⅡＢ 2

子どもの食と栄養Ⅱ 1 教育実習指導Ⅰ 1

幼児と健康 1 教育実習指導Ⅱ 1

幼児と人間関係 1 保育実習指導ⅠＡ 1

幼児と環境 1 保育実習指導ⅠＢ 1

幼児と言葉 1 保育実習指導ⅡＡ 1

幼児と表現 1 保育実習指導ⅡＢ 1

保育内容（健康）の指導法 1 保育･教職実践演習(幼稚園) 2

保育内容(人間関係)の指導法 1 卒業研究Ⅰ 1 2単位

保育内容（環境）の指導法 1 卒業研究Ⅱ 1

保育内容（言葉）の指導法 1

保育内容（表現）の指導法 1

保
育
実
践

専

門

科

目

卒
業
研
究

保育の対象の
理解から3単位
以上

保育の内容と
方法から6単位
以上

保
育
の
内
容
と
方
法

保育展開のた
めの知識･技術
から4単位以上

保
育
展
開
の
た
め
の
知
識
・
技
術

科　目　名
単位数

備 考

別表第１　子ども学科

科　目　名
単位数

区分 備 考 区分

教

養

科

目

保
育
の
本
質
・
目
的

保
育
の
対
象
の
理
解

保
育
の
内
容
と
方
法

専

門

科

目

教養科目から8
単位以上

保育の本質･目
的から6単位以
上
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別表第１　現代福祉学科　

必修 選択 必修 選択

基礎演習Ⅰ 1 介護過程Ⅰ 1

基礎演習Ⅱ 1 介護過程Ⅱ 1

倫理学 2 介護過程Ⅲ 1

哲学 2 介護過程Ⅳ 1

心理学 2 介護過程Ⅴ 1

英語Ａ 1 介護総合演習Ⅰ 1

英語Ｂ 1 介護総合演習Ⅱ 1

精神保健 2 介護総合演習Ⅲ 1

ジェンダー論 2 介護総合演習Ⅳ 1

家政学 2 介護実習Ⅰ 2

地域と多文化 2 介護実習Ⅱ 3

社会を見る眼 2 介護実習Ⅲ 5

地域福祉論 2 こころとからだのしくみⅠ 2

社会保障論 2 こころとからだのしくみⅡ 2

地域活動実践演習 1 こころとからだのしくみⅢ 2

社会福祉実践演習 1 こころとからだのしくみⅣ 2

現代福祉演習Ⅰ 1 生涯発達心理学 2

現代福祉演習Ⅱ 1 高齢者学 2

福祉レクリエーション法 2 認知症の理解 2

同行援護 1 認知症の介護 2

手話技能 1 障がい者福祉論 2

旅行介護 1 障がい者介護論 2

人間の理解 2 医療的ケア概論 2

人間関係論 2 医療的ケアＡ 2

社会福祉組織運営論 2 医療的ケアＢ 2

社会福祉概論 2 文章表現の基礎 2

社会福祉制度論 2 ビジネスワーク基礎 2

介護概論Ⅰ 2 ビジネスワーク応用 2

介護概論Ⅱ 2 ビジネスコミュニケーション 2

介護の基本Ⅰ 2 情報処理Ⅰ 2

介護の基本Ⅱ 2 情報処理Ⅱ 2

介護の基本Ⅲ 2 情報処理Ⅲ 2

介護の基本Ⅳ 2 情報検索 2

コミュニケーション技術Ⅰ 1 情報倫理 2

コミュニケーション技術Ⅱ 1 医療管理学概論 2

生活支援技術概論 2 医療事務総論 2

生活支援技術Ⅰ 2 医療事務演習 2

生活支援技術Ⅱ 2 卒業研究Ⅰ 1

生活支援技術Ⅲ 2 卒業研究Ⅱ 1

生活支援技術Ⅳ 1 日本語ⅠA 1

家事生活支援技術Ⅰ 1 日本語ⅠB 1

家事生活支援技術Ⅱ 1 日本語ⅡA 1

日本語ⅡB 1

介

護

介
護
福
祉
専
門
教
育
科
目

領域 科目名
単位数

備　考領域 科目名
単位数

備　考

こころとからだの
しくみから8単位
以上

人
間
と
社
会

人間と社会から6
単位以上

発
展
応
用
科
目

発展応用科目から
3単位以上

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み

医
療
的
ケ
ア

現
代
福
祉
基
盤
教
育
科
目

基
礎
科
目

基礎科目から8単
位以上

卒業研究2単位

介
護
福
祉
専
門
教
育
科
目

介護から8単位以
上

ビ
ジ
ネ
ス
関
連
科
目

卒業研究

日
本
語

介

護
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別表第２　幼稚園教諭二種免許状【子ども学科】

各科目に含めることが必要な事項 単位数 必修 選択

・領域に関する専門的事項 幼児と健康 1

幼児と人間関係 1

幼児と環境 1

幼児と言葉 1

幼児と表現 1

保育内容(健康)の指導法 1

保育内容(人間関係)の指導法 1

保育内容(環境)の指導法 1

保育内容(言葉)の指導法 1

保育内容(表現)の指導法 1

保育内容総論Ⅰ 1

保育内容総論Ⅱ 1

・教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 教育原理 2

・教職の意義及び教員の役割･職務内容(チー
ム学校運営への対応を含む｡)

保育者の職務と意義 2

・教育に関する社会的､制度的又は経営的事項
(学校と地域との連携及び学校安全への対応を
含む｡)

教育制度 2

・幼児､児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 発達心理学 2

・教育課程の意義及び編成の方法(カリキュラ
ム･マネジメントを含む｡)

保育カリキュラム論 2

教育の方法と技術 2

教育方法論 2

・幼児理解の理論及び方法 子どもの理解と援助 1

・教育相談(カウンセリングに関する基礎的な
知識を含む｡)の理論及び方法

教育相談 2

教育実習指導Ⅰ 1

教育実習指導Ⅱ 1

教育実習Ⅰ 2

教育実習Ⅱ 2

・教職実践演習 2 保育･教職実践演習(幼稚園) 2

子どもと運動遊び 1

子どもと音遊び 1

子どもと造形遊び 1

音楽の基礎Ａ 1

音楽の基礎Ｂ 1

子どもの遊びと体験 1

領域及び保育
内容の指導法
に関する科目

12

・特別の支援を必要とする幼児､児童及び生徒
に対する理解

道徳､総合的
な学習の時間
等の指導法及
び生徒指導､
教育相談等に
関する科目

・教育の方法及び技術(情報機器及び教材の活
用を含む｡)

4

6

　１．基礎資格　「短期大学士の学位」を取得

　２．教員免許状取得に必要な科目と単位

対応する本学開設授業科目

教育の基礎的
理解に関する
科目

 免許法施行規則に定める科目区分等

特別支援教育

単位数
備　考

・保育内容の指導法
(情報機器及び教材の活用を含む｡)

1

教育実践に関
する科目

・教育実習 5

大学が独自に
設定する科目

2
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必修 選択

2 日本国憲法 2

スポーツサイエンスＡ 1

スポーツサイエンスＢ 1

2 英語コミュニケーション 2

2 情報処理基礎 2

　その他の科目（教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目と単位）

免許法施行規則第６６条の６に定める科目 単位数 対応する本学開設授業科目
単位数

備　考

情報機器の操作

日本国憲法

体育 2

外国語コミュニケーション
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現代子ども論 講義 2 30

基礎演習Ａ 演習 1 30

基礎演習Ｂ 演習 1 30

日本国憲法 講義 2 30

倫理学 講義 2 30

情報処理基礎 演習 2 30

英語Ⅰ 演習 1 30

英語Ⅱ 演習 1 30

英語コミュニケーション 演習 2 30

講義 １ スポーツサイエンスＡ 講義・実技 1 30

実技 １ スポーツサイエンスＢ 講義・実技 1 30

保育原理 講義 2 保育原理 講義 2 30

教育原理 講義 2 教育原理 講義 2 30

子ども家庭福祉 講義 2 子ども家庭福祉 講義 2 30

社会福祉 講義 2 社会福祉 講義 2 30

子ども家庭支援論 講義 2 子ども家庭支援 講義 2 30

社会的養護Ⅰ 講義 2 社会的養護Ⅰ 講義 2 30

保育者論 講義 2 保育者の職務と意義 講義 2 30

保育の心理学 講義 2 発達心理学 講義 2 30

子ども家庭支援の心理学 講義 2 子ども家庭支援の心理学 講義 2 30

子どもの理解と援助 演習 1 子どもの理解と援助 演習 1 30

子どもの保健 講義 2 子どもの保健 講義 2 30

子どもの食と栄養Ⅰ 演習 1 30

子どもの食と栄養Ⅱ 演習 1 30

保育の計画と評価 講義 2 保育カリキュラム論 講義 2 30

保育内容総論 演習 1 保育内容総論Ⅰ 演習 1 30

幼児と健康 演習 1 30

幼児と人間関係 演習 1 30

幼児と環境 演習 1 30

幼児と言葉 演習 1 30

幼児と表現 演習 1 30

保育内容（健康）の指導法 演習 1 30

保育内容（人間関係）の指導法 演習 1 30

保育内容（環境）の指導法 演習 1 30

保育内容（言葉）の指導法 演習 1 30

保育内容（表現）の指導法 演習 1 30

乳児保育Ⅰ 講義 2 乳児保育Ⅰ 講義 2 30

乳児保育Ⅱ 演習 1 乳児保育Ⅱ 演習 1 30

子どもの健康と安全 演習 1 子どもの健康と安全 演習 1 30

障害児保育 演習 2 障害児保育 演習 2 30

社会的養護Ⅱ 演習 1 社会的養護Ⅱ 演習 1 30

子育て支援 演習 1 子育て支援 演習 1 30

保育実習ⅠＡ 実習 2 90

保育実習ⅠＢ 実習 2 90

保育実習指導ⅠＡ 演習 1 30

保育実習指導ⅠＢ 演習 1 30

単位数 時間数

子どもの食と栄養

系列 教科目
指定
授業
形態

指定
単位数

教科目名
授業
形態

保
育
の
対
象
の

理
解
に
関
す
る
科
目

２単位

5

2

備　　考

告
示
に
よ
る
教
科
目

教
養
科
目

外国語、体育
以外の科目

不問
６単位
以上

区分

保育実習指導Ⅰ

演習

演習

演習

外国語、体育以外の科
目から６単位以上

外国語 演習
２単位
以上

体育

演習演習保育実践演習

告示別表第１による教
科目５２単位

保育実習Ⅰ

総
合

演
習

保育内容の理解と方法

2

別表第３　保育士【子ども学科】

告
示
別
表
第
１
に
よ
る
教
科
目

実習

保
育
の
内
容
・
方
法
に
関
す
る
科
目

2 30

保
育
の
本
質
・

目
的
に
関
す
る
科
目

保育内容演習

保
育
実
習

4

2 保育・教職実践演習（幼稚園）

4

演習
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社会的養護の展開 講義 2 30

教育制度 講義 2 30

子どもと運動遊び 演習 1 30

子どもと音遊び 演習 1 30

子どもと造形遊び 演習 1 30

子どもの生活 演習 1 30

児童文化 演習 1 30

保育の表現 演習 1 30

教育方法論 講義 2 30

教育の方法と技術 講義 2 30

保育内容総論Ⅱ 演習 1 30

特別支援教育 演習 1 30

実習 2 保育実習ⅡＡ 実習 2 90

実習 2 保育実習ⅡＢ 実習 2 90

演習 1 保育実習指導ⅡＡ 演習 1 30

演習 1 保育実習指導ⅡＢ 演習 1 30

 保育の対象の理解に関する科目

どちらか一方を選択

どちらか一方を選択

保育実習

保育の本質・目的に関する科目

告
示
別
表
第
２
に
よ
る
教
科
目

15

単

位

以

上

６単位以上

保育の内容・方法に関する科目
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別表第４　介護福祉士国家試験受験資格【現代福祉学科】

単位 時間数 備　考 単位 時間数 備　考

2 30 1 30

2 30 1 30

2 30 1 30

2 30 1 30

2 30 1 30

2 30 1 30

2 30 1 30

2 30 1 30

2 30 2 90

2 30 3 135

小計 240時間以上 5 225

2 30 小計   44単位 1260時間

2 30 2 30

2 30 2 30

2 30 2 30

2 30 2 30

2 30 2 30

1 30 2 30

1 30 2 30

2 30 2 30

2 60 2 30

2 60 2 30

2 60 小計 20単位  300時間

1 30 2 30

1 30 2 30

1 30 2 30

1 30 　小計 6単位  90時間

　　1890時間以上

別表第５　医療管理秘書士【現代福祉学科】

備　考

必修 選択

2

2

2

2

2

必
修
科
目

人
間
と
社
会

16単位以上

選
択
科
目

必
修
科
目社

会
の
理
解

地域福祉論

社会保障論

介護概論Ⅰ

家政学

情報処理Ⅰ

人間関係論

医療管理学概論

医療事務総論

家事生活支援技術Ⅱ

介

護

介護の基本Ⅰ

介護の基本Ⅱ

介護の基本Ⅲ

コミュニケーション技術Ⅰ

コミュニケーション技術Ⅱ

生活支援技術概論

生活支援技術Ⅱ

生活支援技術Ⅲ

生活支援技術Ⅳ

家事生活支援技術Ⅰ

医療事務演習

介護過程Ⅳ

介護過程Ⅴ

介護実習Ⅰ

介護実習Ⅱ

医療的ケアＢ

介護過程Ⅰ

86単位以上

授業科目
単位数

障がい者福祉論

障がい者介護論

医
療
的
ケ
ア

必
修
科
目

医療的ケア概論

医療的ケアＡ

生涯発達心理学

高齢者学

認知症の理解

認知症の介護

こころとからだのしくみⅣ

介護概論Ⅱ

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み

必
修
科
目

介護の基本Ⅳ

生活支援技術Ⅰ

こころとからだのしくみⅠ

こころとからだのしくみⅡ

こころとからだのしくみⅢ

介護総合演習Ⅱ

介護総合演習Ⅲ

社会を見る眼 介護総合演習Ⅳ

※3科目6
単位以上地域と多文化

領　域 科目名 領　域 科目名

人
間
の
理
解

人間の理解

介

護

必
修
科
目

介護実習Ⅲ

介護過程Ⅱ

人間関係論 介護過程Ⅲ

社会福祉組織運営論

社会福祉概論

社会福祉制度論 介護総合演習Ⅰ
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別表第 6 

１．入学検定料

30,000 円 

ただし、大学入学共通テストを利用した場合 15,000 円

２．入学金

280.000 円 

納付期限は、合格発表の日から本学の指定する入学手続完了日時までとする。

３．学納金 

(1) 授業料等

項 目 
子ども学科 現代福祉学科 

前 期 後 期 前 期 後 期 

授 業 料 310,000 円 310,000 円 310,000 円 310,000 円 

教 育 充 実 費 71,000 円 71,000 円 71,000 円 71,000 円 

施 設 拡 充 費 62,500 円 62,500 円 62,500 円 62,500 円 

実 験 実 習 費 35,000 円 35,000 円 55,000 円 55,000 円 

合 計 478,500 円 478,500 円 498,500 円 498,500 円 

※入学年度の学納金額は卒業年度まで据え置きとする。

(2) 授業料等の納付期限

前期分 4 月 1 日～4月 20 日まで 

後期分 10 月 1 日～10 月 20 日まで 

(3) 卒業延期者の納付金

項 目 在 籍 料 

前期（半

年） 

30,000 円 

後期（半

年） 

30,000 円 

※学則第 35 条 2に該当する学生に適用する。

４．納入期限に関わらず、再入学・転入学・復学の場合の入学金及び学納金の納付期限は、本学が別に指

定する手続完了日までとする。 
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